
レンタル釣
つりぐ

具
当
とう

ガイドは、釣
ちょうこう

行に「必
ひつよう

要なもの」から「道
どうぐ

具の扱
あつか

い方
かた

とセッティング」、「釣
つ

るコツ」を紹
しょうかい

介。
一
いちどとお

度通して読
よ

んで、万
ばんぜん

全な状
じょうたい

態で釣
つ

りに出
でか

掛けましょう!!

お買
か

い物
もの

リスト

ガイド ベイトルアーセット
ブラックバス　バージョン安心あん

しん

※裏
うらめん

面は、釣
つ

るためのテクニックを紹
しょうかい

介 !!

爆
ばくちょう

釣への道
み ち

は
熟
じゅくどく

読にアリ !!

ミノー

バイブレーション

ソフトルアー

悪
わる

い例
れい

良
よ

い例
れい

※大
おおがた

型にそなえ、システムラインを組
く

むことも覚
おぼ

えておきましょ

う。詳
くわ

しくは、ゴールドマニュアルブックのP130～をチェック！

※どちらも下
かき

記クリンチノットで対
たいおう

応します。

1 ロッドを組
く

み立
た

てる

2 道
みちいと

糸をロッドのガイドに通
とお

す

良
よ

い例
れい

・悪
わる

い例
れい

ベイトリールの場
ばあい

合は、①親
おやゆび

指をクラッチ

に載
の

せ、下
した

に押
お

し込
こ

んでクラッチを切
き

って

道
みちいと

糸をフリーにします。②その後
あと

レベルワ

インドに道
みちいと

糸を通
とお

し、先
せんたん

端のガイドまで通
とお

し

きったら、③ゆとりを持
も

たせ、クラッチを上
あ

げて戻
もど

すか、ハンドルを１回
かいま

巻いてクラッチ

を戻
もど

します。

ハンドルの元にあるつまみを回
まわ

して

圧
あつ

を調
ちょうせい

整します。ファイト中
なか

、魚
さかな

の引
ひ

きにハリスやリーダーが耐
た

えきれず

負
ま

ける（切
き

れる）寸
すんぜん

前に、ラインが出
で

るようにセットするのが理
りそうてき

想的です。

詳
くわ

しくは、ゴールドマニュアルブック

133ページで確認しましょう！

ドラグ調
ちょうせい

整も行
おこな

おう

釣
ちょうこうぜんじつ

行前日までに○要
ようじゅんび

準備！
疑
ぎもん

問があったら釣
つりぐてん

具店に!!

ハリ外
はず

しにも
使
つか

えるハサミ
は必要です。

スナップ付
つ

きヨリモドシ

ラインとルアーを
つなぐ金

かなぐ

具です。

12号
ごうぜんご

前後
を２～３個

こ

★釣
つ

るための準
じゅんび

備 釣
つりぐ

具の特
とくちょう

徴と正
ただ

しいセッティングをマスターして快
かいてき

適な釣
つ

りを！

偏
へんこう

光サングラス

水
すいちゅう

中を見
み

やすく
し、安

あんぜんめん

全面にも
役
やくだ

立つ釣
つ

り用
よう

サン
グラスも用

ようい

意しま
しょう。

ルアー 出
でか

掛ける場
ばしょ

所ごとにヒットルアーがあります。
釣
つりぐてん

具店の店
てんいん

員さんに相
そうだん

談して２～３種
しゅるい

類を用
ようい

意しましょう。

一
いっ ぱ ん て き

般的には、表
ひょうそう

層を探
さぐ

るのに適
てき

している
プラグ系

けい

のフローティングミノー
（10cm前

ぜ ん ご

後）。中
ちゅうそう

層を探
さぐ

るのに適
てき

してい
るクランクベイト（7cm前

ぜ ん ご

後）。ボトム
まで沈

しず

むバイブレーション（6～8cm
前
ぜ ん ご

後）。実
じ っ せ き

績が高
たか

いソフトルアー（２～
３種

しゅ

）を用
よ う い

意すれば万
ばん ぜ ん

全です。

かみつぶしタイプのオモリ。
各
かく

リグに使
しよう

用します。

根
ねが

掛かりしにくいフック
（ハリ）です。

シンカー（オモリ）とフックが
一
いったいか

体化したものです。

【釣
つりぐ

具のセッティング】【ベイトリールの特
とくちょう

徴】

作
さぎょう

業は、ロッドをつな

ぎ、ライン（道
みちいと

糸）を

ガイドに通
とお

し、ルアー

と結
むす

ぶだけです。

※ロッドの穂
ほさき

先（先
せん

端
たんぶ

部）はデリケートな

ので、やさしく扱
あつか

いま

しょうね！

3 ラインの先
せ ん た ん

端をルアー、またはスナップ付
つ

きヨリモドシに結
む す

んで完
か ん り ょ う

了

①	ソフトルアー先
せんたん

端の中
ちゅうおうぶ

央部にハ
リ先

さき

を刺
さ

します。
②	クランク状

じょう

に曲
ま

がっている軸
じく

の
長
なが

さ分
ぶん

を刺
さ

し込
こ

んで、ハリ先
さき

を
抜
ぬ

きます。
③	軸

じく

まで刺
さ

し込
こ

んだら180度
どはんてん

反転
させます。

④	予
あらかじ

めソフトルアーとフックを重
かさ

ねて、ハリのふところ（曲
ま

がり）
がボディを横

おうだん

断するラインを
確
かくにん

認します。
⑤	ソフトルアーの伸

しんしゅくせい

縮性とふとこ
ろの長

なが

さを考
こうりょ

慮して、イラスト
のようにソフトルアーのボディ
を曲

ま

げ、④のラインにハリが入
はい

るように刺
さ

し込
こ

みましょう。
⑥	ボディを貫

かんつう

通させ、ソフトル
アーを真

ま

っ直
す

ぐにします。
⑦	ハリ先

さき

を2mm程
ほど

ボディに埋
う

め、
根
ね

がかり防
ぼうしたいさく

止対策をして完
かんりょう

了と
なります。

ソフトルアーにオフセットフックをセット

1 2 3 4

5 6 7

次
つぎ

にラインを引
ひ

いて結
むす

び目
め

をヨリモド
シまで移

いどう

動させ、しっかり止
と

めます。
切
き

ります。
クリップを押

お

し開
ひら

きます。
クリップを戻

もど

して
止
と

めましょう。

まず、こちら
を引

ひ

っ張
ぱ

り
絞
し

めます。

穂
ほさき

先から順
じゅん

に継
つ

いでいきましょう。継
つ

ぎ目
め

の根
ねもと

元を持
も

ち、ジョイント部
ぶ

を合
あ

わせ、軽
かる

く

ねじ込
こ

むように押
お

し込
こ

みます。ラインを通
とお

すガイドを一
いっちょくせん

直線にすることも忘
わす

れずに ！

クランクベイト

1〜3の順
じゅん

でセットしよう

1

2
3

1つ

★出
でか

掛ける前
まえ

に必
ひつよう

要な小
こもの

物やルアーを購
こうにゅう

入
2〜3種

たね

フィールドプライヤー 1つ

ガン玉
だま

セット 重
おも

さ５Ｂくらいまで入
はい

ってい
るセットを１つ

オフセットフック

ソ
フ
ト
ル
ア
ー
使

し
よ
う
じ用
時
に
必ひ

つ
よ
う要

ジグヘッド

大
おお

きさ♯1～1/0番
ばん

を１袋
ふくろ

重
おも

さ1/2ozまでを２～３個
こ

クラッチを押
お

すとス
プールの回

かいてん

転 がフ
リーになります。仕

しか

掛
けを投

とうにゅう

入する時
とき

や、
道
みち

糸
いと

を出
だ

したい時
とき

に
使
つか

います。 

道
みちいと

糸を巻
ま

くため
のとってです。 

スプールに道
みちいと

糸を
均
きんとう

等に巻
ま

く装
そうち

置。
ハンドルを巻

ま

く
と、この部

ぶぶん

分が左
さ

右
ゆう

に動
うご

きます。 

回
まわ

して道
みちいと

糸の出
で

を
調
ちょうせい

整します。

スプール（糸
いとま

巻き）が回
かいてん

転して糸
いと

を巻
ま

き取
と

るタイプ。
レベルワインド

ドラグ

ハンドル

クラッチ

1 2 3 4



キャストに入
はい

る前
まえ

は、ロッドをしっかり握
にぎ

って
備
そな

えましょう。

ステディーリトリーブ

ルアー本
ほんらい

来の動
うご

きで誘
さそ

うアクション。一
いってい

定のスピードでリールを巻
ま

くだけです。

ストップ＆ゴー

トゥイッチング

魚
さかな

に食
く

わせのタイミングを与
あた

えるアクション。リールを巻
ま

いては止
と

めるを繰
く

り返
かえ

し、止
と

めた時
とき

に食
く

わせます。

ルアーがイレギュラーな動
うご

きをするアクション。リールを巻
ま

きながら、ロッドの穂
ほさき

先をチョンチョンとアオって誘
さそ

いましょう。

キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ

★釣
つ

り方
かた

のコツ：ブラックバス編
へん

水
みずくさ

草や杭
くい

、大
おおいわ

岩、カケアガリなど、ストラ
クチャー（障

しょうがいぶつ

害物）周
まわ

りに身
み

を潜
ひそ

め、ベイ
ト（小

こざかな

魚や小
ちい

さな虫
むし

や動
どうぶつ

物）が近
ちか

づくのを
待
ま

ち構
かま

えています。主
おも

な棲
せいそくち

息地は湖
こしょう

沼だが、
河
かせん

川、野
のいけ

池にも分
ぶんぷ

布しています。

★ポイントはココ

プラグ系
けい

ルアーは３つのアクションで誘
さそ

う！ 　ソフトルアーのリグ（仕
しか

掛け）には、シンカー（オモリ）を付
つ

ける
いくつかのタイプとノーシンカーがあります。いずれも基

きほんてき

本的には、
ボトム（底

そこ

）までルアーを落
お

として、ズルズル引
ひ

いては止
と

めるを繰
く

り
返
かえ

す「ズル引
び

き」で誘
さそ

います。
　ただ場

ばしょ

所によっては障
しょうがいぶつ

害物などが多
おお

い場
ばあい

合もあります。
そんな時

とき

のためにいくつかテクニックを紹
しょうかい

介しましょう。

！
　穂

ほ

先
さき

を痛
いた

める一
いちばん

番の
原
げんいん

因で、結
けっか

果、破
はそん

損。釣
つ

り
が出

でき

来なくなります。
　ルアーが水

すいめん

面に見
み

え
たらリールを巻

ま

くのを
止
や

めて、距
きょり

離を確
かく

認
にん

。
手
てもと

元にくるように回
かい

収
しゅう

しましょう。

※かたずけ上
じょうず

手は、釣
つ

り上
じょうず

手！
　返

へんきゃくびぜんじつ

却日前日までに、しっかりお手
てい

入れを!!
　レンタル釣

つりぐ

具は、返
へんきゃくび

却日までにはお手
てい

入れをし、
元
もとどお

通りに梱
こんぽう

包しましょう。また釣
つりぐ

具にキズを付
つ

け
たり、壊

こわ

してしまった場
ばあい

合は、その箇
かしょ

所をメモに
残
のこ

して箱
はこ

の中
なか

に入
い

れましょう。

ロッドをたたむ
場
ばあい

合は…

バッド部
ぶ

の継
つ

ぎ目
め

から順
じゅん

に外
はず

して
行
い

きます。ジョイント部
ぶ

がキツク
締
し

まっている場
ばあい

合は、継
つ

ぎ目
め

の
部
ぶぶん

分を持
も

ち、雑
ぞうきん

巾を絞
しぼ

るようにネ
ジりながら引

ひ

くとうまく抜
ぬ

けます。
くれぐれも先

せんたん

端を持
も

って外
はず

さない
こと。穂

ほさき

先が折
お

れてしまうので
要
ようちゅうい

注意です！

ルアーが底
そこ

でジャンプするアクションで、障
しょうがいぶつ

害物も回
かいひ

避できる！
ルアーが着

ちゃくてい

底したら、ロッドの穂
ほさき

先を跳
は

ね上
あ

げて、そのまま落
お

とすだけ。通
つうじょう

常は、跳
は

ね上
あ

げた時
とき

にできるラインのフケ（た
るみ）を巻

ま

き取
と

って行
い

きましょう。

ソフトルアーの基
きほん

本は「ズル引
び

き」！

ダウンショットリグ
かノーシンカーリグ
が効

こうかてき

果的です。
落
お

とし込
こ

みは、どち
らもルアーをポイン
トの真

まうえ

上から自
しぜん

然に
落
お

とすだけでOK。
ダウンは、オモリで
ボトムをとらえた
ら、竿

さおさき

先を震
ふる

わせる
シェイキングで誘

さそ

い
ましょう。

※リグの作
つく

り方
かた

と特
とくちょう

徴は、ゴール
ドマニュアルブック82～87ペー
ジを参

さんこう

考に！

※回
かいしゅうじ

収時のルアーの
　巻

ま

き込
こ

み過
す

ぎに注
ちゅうい

意！　

　自
じぶん

分はもちろん、他
ほか

の人
ひと

に踏
ふ

まれて折
お

れることが
よくあります。ロッドを置

お

く場
ばあい

合は、荷
にもつ

物に立
た

て掛
か

け
るなど、地

じめん

面に寝
ね

かせないように置
お

きます!!

※むやみにロッドを地
じめん

面に置
お

かない！

　リトリーブ（ルアーを引
ひ

く）の早
はや

さは、ミディアムスピード。反
はんのう

応が
ない場

ばあい

合は、スロー、またはファーストで引
ひ

いてみましょう。

ボトムパンピング

落
お

とし込
こ

み＆シェイキング

ジグヘッドリグ

スプリットショットリグ

ノーシンカーリグ

ダウンショットリグ

テキサスリグ

10〜
15㎝

1 中
なかゆび

指から小
こゆび

指の手
て

のひらでグリップを
握
にぎ

ります。そして
親
おやゆび

指をスプールの
道
みちいと

糸の上
うえ

に軽
かる

く置
お

きます。 

リリースするまでサミングの状
じょうたい

態（右
みぎしたさんしょう

下参照）を保
たも

ち、ライ
ンをしっかり止

と

めておくことが重
じゅうよう

要です。リリースの瞬
しゅんかん

間に
クラッチを切

き

って投
な

げると、軌
きどう

道がブレて、コントロール性
せい

も失
うしな

うので絶
ぜったい

対に行
おこな

わないように！　アドレスとリリース
のタイミングはスピニングリールと変

か

わりません。
リールを内

うちがわ

側に構
かま

えると、断
だんぜん

然、投
な

げやすくなるの
で覚
おぼ

えておきましょう。

ベイトリールのサミングは…

リールのクラッチを切
き

った状
じょうたい

態で、軽
かる

くス
プールの上

うえ

に親
おやゆび

指を乗
の

せる。

①から③までは
サミングで、しっ
かりスプールを
ホールド。④サ
ミングを解

かいじょ

除。
⑤着

ちゃくすい

水と同
どうじ

時に
サミングを再

さいど

度
行
おこな

います。

1

2

3
4

5

リリースするまではこ
の形

かたち

。着
ちゃくすい

水と同
どうじ

時に
再
さいど

度これに戻
もど

します。

リリース中
なか

はこの
形
かたち

になります。

2 親
おやゆび

指で道
みちいと

糸を軽
かる

く
おさえたまま、親

おやゆび

指
の付

つ

け根
ねぶぶん

部分でク
ラッチ を 押

お

して
準
じゅんびかんりょう

備完了です。 

バックラッシュの
直
なお

し方
かた

ベイトリールで良
よ

く起
お

きるトラブルが、このバックラッシュで
す。キャスト時

とき

などスプールの回
かいてん

転がラインスピードより速
はや

く
なると起

お

きます。修
しゅうせいほう

正法は解
かいせつ

説の通
とお

り。きちんとリカバーできる
ようになっておきましょう。

スプールを軽
かる

く抑
おさ

え、ハンドルを2～
3回
かいてんまわ

転回します。

クラッチを切
き

り、
スプールを軽

かる

く
抑
おさ

えながらライ
ンをゆっくり出

だ

し
ます。ラインが
引
ひ

っ掛
か

かってい
るようなら、もう
一
いちど

度①の作
さぎょう

業を
して、これを繰

く

り
返
かえ

します。

糸
いとがら

絡みがほどけたら、イラスト
のようにラインにテンションを
かけて巻

ま

いて終
しゅうりょう

了です。

1

2 3


